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＜はしがき＞
研究代表者は、平成16年度～平成17年度科学研究費補助金（基盤研究(C))により、
「組織因子およびLPS誘発DICモデルにおける血管作動性物質発現機序と微小循環障
害」に関する研究を行った。
研究組織
研究代表者：朝倉英策（金沢大学医学部附属病院助教授）
研究分担者：なし
交付決定額
平成16年度：直接経費2,100,000円、間接経費0円（合計2,100,OOO円）
平成17年度：直接経費1,300,000円、間接経費0円（合計1,300,OOO円）
総計：直接経費3,400,OOO円、間接経費0円（合計3,400,000円）
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11)TakarniA,AsakuraH,TakamatsuH,YamazakiH,ArahataM,HayashiT,
ShibayamaM,OritoM,YoshidaT,NamikiM,NakaoS:Isolatedhyperkalemia
associatedwithcyclosporineadministrationinallogeneicsterncell
transplantationforrenalcellcarcinoma・IntJHematol81:159-161,2005.
12)&sakuraH,SanoY,YoshidaT,OmoteM,OntachiY,MizutaniT,KanedaM,
YamazakiM,MorishitaE,TakamiA,MiyamotoK,NakaoS:Beneficialeffectof
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15)AsakuraH,OkudairaM,OntachiY,MizutaniT,OmoteM,YoshidaT,KanedaM,
YamazakiM,MorishitaE,TakamiA,MiyamotoK,NakaoS:Antithromboticrole
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【和文原著】
')久保杏奈，皇且倉至撞，表美香，荒幡昌久，門平靖子，前川実生，御舘靖雄，林朋恵
山崎雅英，森下英理子，吉田知孝，宮本謙一，中尾眞二:LPS誘発DICモデルに対す
るPGI2誘導体の効果一凝血学的マーカー、血中サイトカイン濃度に対する影響一日
本血栓止血学会誌：372-377,2005.
2)和田英夫、菫且倉菫重、岡嶋研二、丸藤哲、丸山征郎、坂田洋一、中川雅夫：分子マー
カーを中心とした「切迫DICを含む感染症のDIC診断基準」作成のための前向き試験
の背景．日本血栓止血学会誌15:561-566,2004.
3)高橋葉子、朝倉三堂童、表美香、荒幡昌久、門平靖子、前川実生、御舘靖雄、林朋恵、
山崎雅英、森下英理子、吉田知孝、宮本謙一、中尾眞二：組織因子誘発ラットDICモ
デルに対するメシル酸ナファモスタッ卜の効果一凝血学的マーカー・血管作動性物質
に対する影響一．日本血栓止血学会誌15:535-540,2004.
4)折戸三智子、吉田知孝、奥村廣和、山崎雅英、高見昭良、山中愼一、朝倉英童、中尾
眞二:APL様の凝固異常と特異な形態を示したAMLの一例。日本検査血液学会誌5:
176－182，2004．
【シンポジウム発表】
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1)朝倉英策：凝固線溶検査の臨床的意義とエビデンスーTAT/PIC・第7回日本検査血
液学会.2006.7.22.(東京）
2)朝倉英策：抗凝固療法モニタリングのための検査の現状．日本臨床検査自動化学会
2006.4.8.(甲府）
3)朝倉英策:DICの治療指針一線溶／抗線溶療法-e第33回日本集中治療医学
会.2006.3.2.(大阪）
4)朝倉英策：線溶療法のガイドライン.日本血栓止血学会学術標準化委員会2006年シン
ポジウム.2006.2.18(東京）
5)朝倉英策:DIC治療の進歩と治療ガイドライン案一抗線溶療法のガイドラインー第28
回日本血栓止血学会サテライトシンポジウム
6)朝倉英策:DICの診断：感染症によるDICの特徴。第67回日本血液学会・第47回
日本臨床血液学会合同総会合同シンポジウム2005.9.17（横浜）
7)朝倉英策:DIC早期診断における凝固活性化分子マーカーの意義。日本DIC研究会
2004.9.4.(東京）
8)朝倉英策：感染症領域のDIC:組織因子およびLPS誘発DICモデルにおける病態の特
徴一線溶活性化･血管作動性物質の動態より一第2回血液･血管フォーラム｡2004.5.28.
（和歌山）
【一般演題発表】（筆頭のみ）
1)朝倉英策、久保杏奈、表美香、高道小百合、御舘靖雄、林朋恵、山崎雅英、森下英理
子、高見昭良、吉田知孝、中尾眞二:LPS誘発DICモデルに対するPGI2誘導体投与
と凝固・サイトカイン動態への影響.第7回日本検査血液学会.2006.7.
2)朝倉英策、高橋葉子、表美香、御舘靖雄、林朋恵、荒幡昌久、門平靖子、前川実生、
山崎雅英、森下英理子、吉田知孝、中尾眞二:LPS誘発DICモデルに対するイムノグ
ロブリン製剤投与と臓器障害・サイトカイン動態への影響。第28回日本血栓止血学
会、2005.11.
3)朝倉英策、表美香、吉田知孝、御舘靖雄、林朋恵、山崎雅英、森下英理子、高見昭良、
中尾眞二:DICモデルに対するウロキナーゼ投与と臓器障害への影響。第52回日本
臨床検査医学会,2005.11.
4)朝倉英策、表美香、浅村梨沙、御舘靖雄、林朋恵、山崎雅英、森下英理子、吉田知孝、
中尾眞二:LPS誘発DICモデルに対するウロキナーゼ投与と病態への影響-DIC発症
後投与の場合一第67回日本血液学会・第47回日本臨床血液学会合同総会2005.9.
5)朝倉英策、表美香、浅村梨沙、御舘靖雄、林朋恵、山崎雅英、森下英理子、吉田知孝、
中尾眞二:LPS誘発DICモデルに対するウロキナーゼ投与とI蔵器障害血中エンドセ
リン濃度への影響．第6回日本検査血液学会．2005.7.
6)朝倉英策、浅村梨沙、表美香、吉田知孝、御舘靖雄、林朋恵、山崎雅英、森下英理子、
宮本謙一、中尾眞二:LPS誘発DICモデルに対する低分子へパリンとiNOS阻害薬併
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用投与の効果第27回日本血栓止血学会、2004.11.
7)朝倉英策、佐野陽子、御舘靖雄、水谷朋恵、表美香、吉田知孝、山崎雅英、森下英理
子、斉藤正典、宮本謙一、中尾眞二：組織因子誘発DICモデルに対するヘパリン類＆
トラネキサム酸併用投与の影響第66回日本血液学会＆第46回日本臨床血液学会
合同学会,2004.9.
8)朝倉英策、表美香、吉田知孝、御舘靖雄、林朋恵、山崎雅英、森下英理子、中尾眞二：
LPS誘発DICモデルに対するiNOSインヒビター阻害薬の投与と凝血学的マーカー・
血管作動性物質への影響第51回日本臨床検査医学会,2004.9.
9)朝倉英策，表美香，吉田知孝，佐野陽子，御舘靖雄，水谷朋恵，山崎雅英，森下英理子，
中尾眞二：組織因子およびLPS誘発DICモデルにおける線溶活性化＆抑制の意義．第
5回日本検査血液学会,2004.7．
【招待講演】
1)朝倉英策:DICの病態解析と血液検査（仮題）日本血栓止血学会ランチョンセミナー
（栃木)18.11.16～18.
2)朝倉英策:DICの病態解析と新しい治療法の開発（仮題）第21回日本救命医療学会
総会ランチョンセミナー（岩手）18.9.30.
3)朝倉英策：線溶系の新しい側面を考える－線溶病態と出血＆臓器障害一。第7回日本
検査血液学会ランチョンセミナー（東京）18.7.23.
4)朝倉英策:DICに対する線溶／抗線溶療法と治療アルゴリズム。DICuptodate(名古
屋）18.4.28.
5)朝倉英策：血小板減少症、特にDIC、Hn，TMAの研究最前線。アドバンストカリキ
ュラム（奈良）18.4.12.
6)朝倉英策:DICの病態解析と新しい治療の考え方．学術講演会（福岡)18.4.1.
7)朝倉英策：血栓症の臨床と血液検査．中部地区血液検査研修会（粟津）18.3.5.
8)朝倉英策:DICの病態と臨床。第12回関西血栓フォーラム（大阪)18.1.21.
9)朝倉英策:DIC診療の実際.RyuMIC医療セミナー （沖縄)17.12.21.
10)朝倉英策：血栓症の臨床と血液検査一予防と診断のための凝固・線溶検査の重要性一
日本医学検査学会ランチョンセミナー（京都）17.5.13.
11)朝倉英策:DIC臨床の現在と展望一病態把握、治療戦略の観点から－．第30回日本
熱傷学会総会ランチョンセミナー（東京）16.6.10.
12)朝倉英策：血栓症の臨床と検査。石川県臨床衛生検査技師会2004.3.21.
研究成果による工業所有権の出願・取得状況：なし
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研究成果（本研究課題は既に下記原著論文となっている）
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MorishitaE,NakaoS,MiyamotoK:Relationshipbetweenendothelinandthe
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disserninatedintravascularcoagulationinrats:astudyexaminingtheeffectof
anendothelinreceptorantagomst・BloodCoagulFibrinolysisl5:593-598,2004.
2)AsakuraH,AsamuraR,OntachiY,HayashiT,YamazakiMMorishitaE,
MiyamotoK,NakaoS:Selectiveinduciblenitricoxidesynthaseinhibition
attenuatesorgandysfunctionandelevatedendothelinlevelsinLPS-induced
DICmodelrats.JThrombHaemost3:1050-1055,2005.
3)久保杏奈，朝倉英策，表美香，荒幡昌久，門平靖子，前川実生，御舘靖雄，林朋恵，
山崎雅英，森下英理子，吉田知孝，宮本謙一，中尾眞二:LPS誘発DICモデルに対す
るPGI2誘導体の効果一凝血学的マーカー、血中サイトカイン濃度に対する影響一日
本血栓止血学会誌：372-377,2005.
4)AsakuraH,AsamuraR,OmoteM,SugaY,OntachiY,HayashiT,ArahataM,
KadohiraY,MaekawaM,YoshidaT,YamazakiM,MorishitaE,Miyamoto
K,NakaoS:Beneficialeffectsofurokinaseonlipopolysaccharide-inducedDICin
rats-focusonorganfunctionandendothelinlevels・ThrombHaemost93:724-
728,2005.
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